
 
 

令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果について（速報） 
 

１ 調査の目的 
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、

教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状
況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 
２ 実施期日及び調査実施学校数（公立学校）等 

実施期日：令和８年４月２３日（木）          

区分 
学年 

調査実施校数（校） 調査実施者数（人） 

国 広島県 広島市 国 広島県 広島市 

小学校第６学年 18,097 440 ※138 922,778 21,559 9,594 

中学校第３学年 9,228 235 64 842,491 19,436 8,361 

※ 該当児童の在籍がない学校…小学校２校      （広島県・広島市は、国・広島県の内数である。） 
    
３ 調査方式 

悉皆方式による調査 
 
４ 調査内容 
(1) 児童生徒に対する調査 
① 教科に関する調査 
ア 対象教科 小学校第６学年：国語・算数  中学校第３学年：国語・数学・英語 
 （英語は３年に一度程度実施、前回は令和５年度に実施） 
イ 出題範囲 原則、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項 
ウ 出題内容 
ａ 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常
に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

ｂ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改
善する力等 

   エ 出題方法 
     小学校国語・算数、中学校国語・数学においては、冊子を用いた筆記方式で実施する。中学校英語は生徒

が活用する ICT端末等を用いた、文部科学省 CBTシステムによるオンライン方式（CBT方式）で実施する。 
   オ 出題形式 
     記述式の問題を一定割合で出題する。英語「話すこと」に関する問題の解答は、原則として口述式とする。 

② 質問調査 
ア 対象   小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒 
イ 内容   学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する事項 

(2) 学校に対する質問調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 
５ 各教科の平均正答率（各都道府県教育委員会及び各指定都市の結果は整数で公表）・平均 IRTスコア 
   小学校国語・算数、中学校国語・数学は平均正答率で、中学校英語は平均 IRTスコアで表記しています。 
 【小学校】                                           

教科 国語 算数 
 国 県 市 国 県 市 

R6年度 67.7% 69% 69% 63.4% 64% 64% 

R7年度 66.8% 69% 69% 58.0% 59% 59% 

R8年度 60.9% 64% 64% 56.4% 58% 58% 
 

【中学校】                                                         

教科 国語 数学 
教科 

英語 

 国 県 市 国 県 市 聞くこと、読むこと、書くこと 

R6年度 58.1% 58% 57% 52.5% 52% 51%  国 県 市 

R7年度 54.3% 55% 54% 48.3% 47% 47% R5年度 45.6% 43% 45% 

R8年度 63.9% 64% 64% 57.0% 57% 57% R8年度 499 492 488 

※ IRT(Item Response Theory：項目反応理論)とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度・測定精度） 
によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論です。 
IRTスコアとは、IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点 

で表すものです。 
※ 英語「話すこと」の結果については、全国の中学校から抽出した５００校程度の結果が全国値として公表さ
れることとなっています。 
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